
番 号 A 58

□ □

□ ■

□ □

□
■
□

～

円

円

円

円

円

ウェブサイト等
千葉演習林：　http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/chiba/
千葉演習林フェイスブック：　https://www.facebook.com/509050409292447/

食費・他 約3,500
奨励金額 1回　　3,900 円

計 約8,500

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載
交通費 約5,000 左の費用はひとつの活動（2泊3日）の食費（その他）込みのおお

よその費用である。附属演習林の管理する宿泊施設なので本
学学生の施設使用料（宿泊費）は免除となる。

宿泊費 0

消耗品等 0

目 的
千葉演習林で通常行っている教育研究の支援業務の中から3つの活動を選び体験の機会を提
供する。体力、知力、精神力を駆使して大学の教育研究の「縁の下の力持ち」となろう。

具体的な内容
（８００字程度）

　千葉演習林は日本の大学演習林発祥の地であり125年間にわたり東京大学の森林に関する教
育研究を支えてきた。その支援業務の一端を以下の3つの活動を通じて体験してもらう。参加希
望者は以下の3つの活動から体験したいものを選び参加して欲しい（希望者数が少ない場合は複
数の活動に参加することも可）。

体験①「苗木畑に夏が来た、君は徒労の使者となれるか！」（8月1日～9月13日の平日に2泊3日
で実施：定員3名：活動日は参加者と相談して決定する）
　千葉演習林で行っているマツ材線虫病抵抗性マツの苗木を育てる作業の中で、最も重要であり
かつ最も過酷な夏の苗畑管理作業を体験する。炎天下の苗畑（播種床、床替床）の草取り、歩道
の刈り払い、獣害防護電気柵の点検保守などを2泊3日で行う。

体験②「君のあとに道は出来る、山の神への道を作ろう！」（8月28日～8月30日に2泊3日で実
施：定員3名）
　千葉演習林でさまざまな活動を行うための基盤となる歩道の整備作業を通じてさまざまな山の
技を体験する。整備する歩道は「山の神の祠」に到達するための歩道であり、先人から引き継が
れてきた信仰の意味にも触れることが出来る。森林内の資材の伐採、搬出、加工、整地など歩道
作り全般にわたる作業を2泊3日で行う。

体験3「きたれ若者、森と海のフィールド教育活動に参加しよう！」（7月29日から31日に2泊3日で
実施する。なお事前の企画立案を駒場（日程は参加者と相談して決定する）で行う予定：定員3
名）
　千葉演習林が20年近くにわたり千葉大学海洋バイオシステム研究センターと共催で実施してい
る「高校生のための森と海のゼミナール（2泊3日）」の企画・実行に参加し、演習林を使った環境
教育プログラムの運営を自ら体験する。これからの進路を真剣に考えている高校生達に森林を
使って「環境問題と生物多様性」というテーマをどのように伝えるか、千葉演習林の教職員と一緒
に考える。

備 考
・活動内容をよく読んで無理なく参加できることを自分で確認すること。受入最大人数は3つの活
動それぞれに最大3名とする。3つの活動すべてに参加することも可能であるが、希望者が多かっ
た場合はより多くの学生に参加してもらえるよう重複しての参加を制限することもある。

活 動 期 間
2019/7/29(月) 9/13(金)

主な活動場所
附属演習林千葉演習林
（千葉県鴨川市天津）各3日間

8 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等 学部学生

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

最 終 更 新 日 ： 2019 年 6 月 26 日

活 動 名 称
(40 字以内 )

演習林の教育研究を支えよう！
～日本最初の大学演習林で体験する3つの縁の下～

団 体 名 等 大学院農学生命科学研究科附属演習林千葉演習林


